
  　 　 　 　 　 　 　 　       

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

全国一律の基準に基づく、客観的かつ公平・公正な要介護認定を行うため、保険者等のニーズを踏まえながら引き続き研修を実施する。

 概算事業費（B（A）+C） 8,641 8,445 8,563 9,008

目標に対
する成果
の状況

介護認定審査会委員、認定調査員及び主治医に対し、必要な知識・技能の習得及びその向上のための研修を当初目標のとおりに実施
することができた。

概　算
人件費

1.00 1.00 1.00 1.00

8,258 8,258 8,258 8,258

495 372 471 375

383 187 305

主治医研修 7回 10回 11回 達成 10回

７回 ７回 ８回 達成 ８回
Aの
財源

493 370 471 375
認定調査員研修

17回 10回 10回 達成 10回
合計（A) 988 742 942 750

補正予算
介護認定審査会委員研修

Ｈ25 H26
目標当初予算 988 742 942 750 目標 成果 達成状況

26年度 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越
項目

H24末
（実績）

合計 942 305 750

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度

３．主治医研修 直接
・主治医研修の開催（11回）
（国補1/2）

280 3 249

２．認定調査員研修 直接
・認定調査員研修の開催（８回）
　（経費の増加は研修用テキストを印刷するため）
（国補1/2）

375 292 214

（当初）

１．介護認定審査会委員研修 直接
・介護認定審査会委員研修の開催（10回）
　（経費の増加は研修用テキストを印刷するため）
（国補1/2）

287 10 287

○介護認定審査会委員研修　10回（10広域で開催）
○認定調査員研修　７回（H24年度と同じく新規研修２回・現任研修５回実施）
○主治医研修　10回（10地域で開催）

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績
H25 H26

（当初） （決算）

目指す姿
要介護認定の公平・公正な実施のため、介護認定審査会委員、認定調査員及び主治医に対する研修を行い、介護保険制度の円滑かつ
適正な運営を目指す。

現状
全国一律の基準に基づく、客観的かつ公平・公正な要介護認定を行うためには、審査判定、認定調査、主治医意見書に必要な知識・技
能の習得及び向上のための研修を実施する必要がある。

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

国庫補助を有効活用しながら実施することが効果的である

県民との協働による実施： 困難

１　高齢者福祉の推進 実施期間 H11 ～

課・室 介護支援課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail kaigo-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－２　いきいきと安心して暮らせる社会づくり

事業番号 05 07 02 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 介護認定審査会委員等研修事業 担
当
課

部局 健康福祉部
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